














































































一人で遊ぶ　． 39．0％・ 28．5％外綴影 同年齢の友達 46．9％ 81．5％
































































順位 一　名。前 人数 割合
1 ままごと 一　159 29．0
2 おえかき 149 27．1
3 自転車 137 25．0
4 TVゲーム 97 17．7
5、 ベイブレード β5 15．5
6　’ サッカー 84 ヴ　15．3
7、 ブロック 74 13．5
8 鬼ごっこ 11．8・
9 砂遊び 55 10．0
10 虫とり 48 8．7
順位 名　　前 人数 割合
“1 ベイブレード　’ 81 29．3
2 丁Vゲーム 76 27．5
2 サッカー 76 27．5
4 自転車 59 21．4
5 ブロック、 58 2tO
6 虫とり’ 37 13．4
7 鬼ごっこ→ 34 12．3
8、 戦いごっこ 27 9．8・
9 おえかき 25 9．1
10 砂遊び 22 8．0
表1－7　好きな遊び（2002一女）
順位 一名　　前 人数 割合
1 ．ままごと 125 45．8
2 おえかき 120 44．0
3二 自転車 75 27．5
4“プ なわとび’一 42 15．4
5 折り紙 36 13．2
5 ごつこ遊び　　“ 36 13．2
7｝ 　　　　　一》　一uランコ 34 12．5
“’　　　　　　　　　　　　　　A 砂遊び 32 11．7
9 鬼ごっこ 31 11．4
10 かくれんぼ 28 10．3
ノ
表1－8好きな遊び（1987一全体）
順位 名　　前 人数 割合
1 自転車 197 37．7
2 ままごと 181 34．6
3 砂遊び 121 23．1
4、 TVゲーム 85 16．3
5 鬼ごっこ 82 15．7
6 おえかき 76 14．5
7 ブロック 72 13．8
8 ，虫とり・ t　63 12．09 人形 57 10．9
10 かくれんぼ 56 10．7




1 自転車 112 41．9
2 TVゲーム 81 30．3
3 砂遊び 72 27．0
4 ブロックi 60 22．5
5 　　　＼Tッカー1 46 17．2
6 野球 45 16．9
7 虫とり 44 16．5
8 鬼ごっこ 42 15．7
9 かくれんぼ 31 11．6
10 ブランコ 20 7．5
表1－10好きな遊び」（1987一女）・｝
　　　　〔
順位 名　揃　　、 ’人数 割合、
1 ままごと言 162 63．8
2 自転車 85 33．5
3 おえかき　　、、　・ 58 22．8
4 人形 52 20．5
5 砂遊び 49 19．3
6 なわとび 48 18．9
7 鬼ごっこ 40 15．7
8 折り紙 35 13．8
9 ぬり紙 31 12．2




















































































































































































順位 名　　前 人数 割合
1‘ ドラえもん「 192 34．9
2 あたしン家 個8 21．5
3 ハリケンジャー 114 20．7
4 クレヨンしんちゃん ’・P10 20．0
5 おジャ魔女どれみ1 ’103， ’18．7卓
6 仮面ライダー龍騎 101 18．4
7 伊東家の食卓 70 12．7
7 天才てれびくん 70 12．7
9 とつとこハム太郎 69 12．5
10 ベイブレード． 59 10．7
表2－3好きな番組（2002一女）
順位 名　‘前： 人数 、割合
1 おジャ魔女どれみ 99 ・　36．3
2 ドラえもん 93 34．1
3 あたしンちイ 69 25．3
．4 とっとこハム太郎 膓　　56 ・20．5
5 クレヨンしんちゃん 49 17．9．
6． 。ひとりでできるもん 46 16．8
7 天才てれびくん 45 16．5
8 伊東家の食卓　　’ 41 15．0
9 おかあさんといっしょ 38 13．9
10 名探偵コナン 33 12．1
順位 名　　前 人数 ｛割合．
1 ドラえもん　　一 99
2 ハリケンジャー． 95
2 仮面ライダー龍騎　 95 34．4
4「 クレヨンしんちゃん 61＼ 22．f
5’ ベイブレー下　　、 58 21．0
6 あたしンち 49 17．8
7 デジモン 42 15．2
8 星のカービィ’ ’　38 13．8
9　ノ ワンピース、，．、、 34 、　12．3
9 ポケットモンスター 34 12．3
表24好きな番組（1987一全体）：
順位 名、前 人数 割合
1 ドラえもん 279 522
2 ひらけポンキッキ 149 、27．7
3 マスクマン 、’ X8 ‘18．714 加トちゃんケンちゃん 90，， 1712、
5 忍者ハットリ君 82 15．7
6 聖闘士星矢 81 15．5
6 ドラゴンボール念 81 ノ1515’
8 ’メイプルタウソ 63’ 　噺浴v12．0
9 メタルダー 62 11．9
10 サザエさん 58 11．1
平成14・15年度．県立新潟女子短期大学共同研究事業報告書
表2－5　好きな番組（1987一男）
順位 名　　前 人数 割合
1 下ラえもん　　． ・151． 56．6
2、 マスクマン 80 30．0
3‘ 聖闘士星矢 76 28．5





7 加トちゃんケンちゃん 49 18．4
8 忍者ハツトリ君 44 16．5
9、 一ヘッ，トマスターズ 38『 14．2
10 風雲たけし城 31 11．6
表2－6好きな番組（1987一女）
順位 名　ぺ前“ 人数 、割合
1 ドラえもん・一 」28． 50．4
2 ひらけポンキッキ、 一　　83、 327
3 メイプルタウン 57 22．4
4 エスパー魔美 48 18．9
5 愛の若草物語 〔45 17．τ
6 加トちゃんケンちゃん 41 、16．1
7 小公女セーラ 38 ・　15．0
7 忍者ハットリ君 38 ・15．0
9 サザエさん 37 、14．6
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．図3－5おはなしを話してやるか
表3・2誰がおはなしを話してやるか
2002 1987
祖々父母 0％ 0％
祖父母 17．2％ 19．0％
父 25．5％ 26．8％・
母 84．4％ 85．4％
きょうだい ’5．2％ 6．3％
その他 0．5％ 2．0％
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図3－7　おはなしを話してやる別虐待意識（2002）
毎日絵本を
読んでやる
・N＝101
ときどき、　．
　N＝307
あまり　◆・
　N＝89
ほと垂S4
毎日おはなししてやる12．9％
1霧
”不明1．1％
li
図3－8　絵本の読み聞かせ×おはなし（2002）
ガ　結，び
　これまで保護者のとらえた5・6歳児の遊び・文化の実態を、15年前の調査結果と比較しながらみてきた。
そのなかで明らかになった主な点を整理し、結びとしたい。
　第1に、近くに子どもが安心して遊べる場所が15年前と比べて少なくなっていることがわかった。また、
新潟市の場合、5・6歳児の遊び場としては公園の占める割合がきわめて高く、野原、砂浜などの自然な遊
び場は非常に少ないことが明らかになった。
　第2に、夕食までの過ごし方では、15年前と比べて、外でよく遊ぶ子が激減し、家の中でよく遊ぶ子やテ
レビをみていることが多い子が増加していることがわかった。また、夕食までの遊び相手では、同年齢及び
異年齢の友達が大きく減少し、かわりに一人で遊ぶ子が増えている。新潟市の5・6歳児の場合、夕食まで
の過ごし方が15年前とすっかり変わってしまったのである。
　第3に、5・6歳児に特に人気のある遊びはままごと、おえかき、自転車で、これは15年前とあまり変わ
っていなかった。ただ、5・6歳児になると性による好きな遊びの違いもみられた。ベイブレード、TVゲー
ム、サッカーが男の子に人気があるのに対して、女の子の好きな遊びはままごと、お絵かき、折り紙などで
平成14・15年度　県立新潟女子短期大学共同研究事業報告書
ある。
　第4に、5三6歳児が家庭でテレビをみる時間は15年前に比べてかなり長くなっていることがわかった。
また、子どもを虐待しているのではないかと思うことがある家庭の子ほど、テレビをみている時間が長かっ
た。
　第5・に、15年前に比べて、時間や番組の制限をもうけてテレビをみせている家庭が減り、子どもに自由に
みせている家庭が増えていることが明らかになった。また、テレビの視聴制限と視聴時間とは密接に関連し、
自由にみせている家庭では、テレビを4時間以上みている子が2割以上もいた。
　第6に、子どもに絵本を読んでやることが、15年前に比べて少なくなっているのがわかった。また・三世
代以上家族よりも核家族の方が、きょうだいのいる子よりもいない子の方が、絵本の読み聞かせの割合が高
かった。勤め人、パート、自営、専業主婦という母親の就業別では、15年前の調査同様、専業主婦が絵本を
読んでやる割合が最も高かった。
　第7に、子どもに昔話や物語などのおはなしを話してやることも＼15年前の調査に比べて少なくなってい
るのがわかった。おはなしを話してやる割合は、絵本とは逆に、核家族よりも三世代以上家族の方が高かっ
た。また、絵本同様、おはなしを話してやること．が少ないほど、子どもを虐待していると思う割合が高かっ
た。
　第8に、絵本を読んでやることとおはなしを話してやることには、高い相関が認められた。すなわち、1ξ
年前の調査同様、絵本を読んでやることが多い家庭ほど、子どもにおはなしを話してやる割合が高かった。
　以上、新潟市における5・6歳児の遊び・文化の実態を、15年前の調査と比較しながら簡単にまとめてみ
た。幼児期は可塑性の強い時期であり、環境やまわりの働きかけの違いによって、発達に大きな相違が生じ
る。15年前の調査との比較によって明らかになった遊び・文化の特質が、幼児の発達や経験にどのような影
響を与えているかについて、稿をあらためて検討したい。
注
15年前の1987年の調査結果については、間藤侑・大桃伸一『幼児期の生活実態調査報告書』（新潟市教育多
員会発行　1988）を参照
t｝　・↓
〆
